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1 ．　 月の 学習に つ い て

　閣 1は、昭麹 22 年 か ら現在ま での
、 学習指導要

領にお け る 「月」 に関する学習年次の 変遷を示 した

もの であ る 。　 昭漁 22 年、33 年叢時は、小学校

の 低学年か ら申学年に か けて 多くの 内容が扱われ て

い たこ とがわか る。また、小学校か ら申学校まで、

繰 り返 し月を題韓
’
に した単元が配澱され て い た こ と

もわ か る。｝1飄 53 年 まで の 問、月に 閣す る内容 が

徐 々 に上 の 学年 に、移行 してい るp そ して昭 和 53

年で は 弩の 形の 変化 の 理 由は、小 学校、中学絞を逓

して学 習され て い ない が、璃成元 年で は 申学校で 月

の 満ち欠げと月、太陽の位置関係オ§学習 され るな ど、

内容 の 移行に は
．一
貫性 が見 られ な い の で あ る。

　さらに 平成 10 年 の 改訂で あ る穂 了の 学習指i聾要

護で は、月の 形 は一三種類程度 と して 動 きの み に注 目

した学習内容が 4 年生 で 入 っ て い るだ 1ナで、中学狡

で は 趨の 内容は 取り扱 わな 礒

　子 ど もが観察を行 っ たときに簸初に気づ くこ とは、

顎 には い ろい ろな形が あ る」 こ とで あ り、月1ま勸

くとい うこ とで はない 。月の 動きは、同 じ位置で 経

賄鬆纛 を行 っ て初め て気づ くこ とで ある．したが

っ て、苧 ど もの 思考の 流れか ら考えて も、現背の 録

の 学習内容の 配置に は疑問が残 るの で あ る。

　大 きさ、見え る 蒔問、昔か らの 行事の 関わ 珍等か

ら考えて も、月 に鬻す る学習内容はい っ そ う深 い も

の で to　．） て も良い と筆者は 考え るの で ある．，
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図 1 ：学習指轟要躑 ：おける 「月」 に関する学習奪次の変遷

（国立教育敵策瀰 導要領デ
ー

タベreス をもとに作成）
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　本論文で は、「月の 形の 変化の原勳 を考えるモ デ

ル 実験を小学狡 4年 生の 理科の 学習 に 加 えた授業研

究 につ い て、特 に ス ケー
ル モ デル の 導入場面に焦点

を絞 っ て 考察す る。

2 ．　 月の 形の変化 と小学生の認識

　月の 形の 変化 と原 因 につ い て の 小 学生の 認 識謁 査

の 学会誌 へ の 報告事｛列は、多くない。宮脇 ・南部

（1992）は、小 学校第 3 学年か ら第 6 学年まで の 児

童 を対象に した調査よ り、児童の 描い た月の 形を穰

2 の 4 種類 の カテ ゴ リーに分類 して い る。
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図2 ：児童の 月の 形の 捉え方

（宮脇・南部 （leg2）よ り引用）

　図 2 の それ ぞれ は、A ：科学的 に適切 な
．
詑 述、　B ：月

食の ような欠け方、C ；板で 隠されて い るよ うな欠け

た部分がi亶線、D ：欠けた藩分が徐 々 に小 さくなる、

を示 して い る。重要なこ とは、こ の 調 査結 果が、環

在の 理科授業に見られ る子 ども達の 認識ともか な D

致 して い る点で あ る。つ ま り、月 の 形 が変わ る原

因を、塘球 の 陰に入 る、地 球の 影が 映 る、雲の よ う

なもの が遮 o てい る、とい う子 どもの 意見 が援業 中

にか なりの 害捨 で見 うけ られる の で ある。

　筆者 らが 、鹿児島 大学教育学部附属 小学校の 4 年

生 2 クラ ス 76 名を対象に 翆成 16年 5 月滋 羃〜28

臼に 調査 を した結果を 図 3 に 示 した。

　図 3 よ り、硝 を何か が隠す」、「月に 何かの 影 がか

か る 1 とい う考え を持 っ てい る 児童 は、半数 近 くに

なっ てい る ことがわか る。
一

方、「太陽の光の 反射に

よ る」 とい う児童も 10数鵯い るこ とが わ か る e
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鑼3 ：懸 鞄 く月の 満ち欠けの 理 由

　 　 　 　 　 〔授業薗〉

3 ．授業へ の モ デル の導入 と男 童の 認識

　先に あげた調査は援業前の 時点 である b したが っ

て 、「雲の よ うな物が 遮 っ て い る」 とい う考 え方は、

複数囘に わた っ て観察を行 うこ とで別 の 考え方に変

わる と予想 され るが、これ まで の 授業研 究を通 した

経験か らは根深 い 考え の よ うに も思われ る。

　そ こ で筆者 らは、調査後、通常の 弓の 学習を数時

間 お こ な っ た 後、ま とめの 段階で 月 の 形 の 変化を よ

り考察する授業を行 うこ とに した 。
こ の 授業では、

よ り実際の 月の 形に近い 現象を再現で きる方法を前

もっ て用意 し、授業の 導入 段階にお い て教師の働き

か けを通 して 児童 か らの 意見 を取 り上 げなが ら、用

意 した方 法 を順番 に児童へ提案するこ とに した。

　授業全体の 流れ は、最後の 資料 に示 した．

　授業は、鹿児島大学教育学都附 属小 学校 4年は組

（男子 18名 女 チ 20 名 計 38 名）を対 象 と して、

平成 16年 6月 21 日に 2 コ マ 連続で行 っ た。授業は、

平 　教諭が担 当 し た，

　以 ドに、授業で 用い た 3 っ の 方法と各モ デ ル によ

る考 察 を行 っ た 際の 混童 の 気づ きや 考 え を あげ る，，

児童の 気づ きや考 えは、詑録 した授業映縁と音声に

を も とに した労析 と、こ の 授 業 中 に複数 の 児 童 に 行

っ たイン タビ ュ
ー

を元にまとめ たもの で ある，、

方法  ：
一
人ひ とりが行うモ デル

　各自の 浩動を通 して、自分なりの 考えを深 め るこ

とをね らい とし、偲人 の 活 動 と気付 きを 重幌す る方

法で あ る。図 4 に 示 した、ゴ ル フ ボー
ル を月、ペ ン

ライ トの 光 を太 陽の 光、児童 自身を地 球に 見 立て 、
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月 の 形の 変化 につ い て考える もの で ある。

　 　 　 　 　 　 　 　 図4 ：方瀧 の 例

○気付きや疑問点

　 ・月の 形 の 変化 に は太陽の 光が 関係 して い る と

　　推瀏で きる。

　 ・
科学的に廏切で は ない 考え 恍 源の 位置、動き

　　方等｝で 説明 する。

　 ・地球の モ デル に 消 しゴ ム を利用 して、視点移動

　　 を行 うこ とに気づ い たtt

　 ・ゲ
・−nd

ム に あ る ような潟の 形が で きない こ とを

　　発見 した。

　 ・新月 と満月にっ い て 、太陽 と月の 位置関係に疑

　　 問が 獲 っ て い る。

　 ・太陽 、 地球、月が どの よ うな騾係で動い てい る

　　 の か混乱 して い る。

　こ の 方法 では、半月や 三三日月、新月の 様子は再現

で きる。しか し、太陽 （光源〉が地球 （自分1 と月

（ボ
ー

ゾレ） の 間に入 っ て しまい 、現実 とは こ となる

モ デル とな る。その た め、満月 を考え る こ とは難 し

い。児童の中に は、頭の 後ろか ら光を 当て て説明 し

て い る もの もい 払 ま た
、

この 時点で 太陽の 大き さ

に 着目し た 児童 が い た。

図 5 ：方5麺 の後、満月になる理由を翻 月する児童

　図 5は、方法  の 後、満月 となる こ とを見つ け た

冤蘿の 発 表 であ る。太陽 は大 きい の で、地 球 と月が

完全に重なる と月食に なるが、ずれ た場合は地球に

遮 られ なか っ た光が 月 に あた る こ とで 満月になる、

とい う考え方で ある。

方 法  ：全 体で の 確 認を可 能 にす るモ デル

　暗くした理 科窯 の 申で 方1撫 ）を颶 い て 、月の 形の

変化につ い て 児童に 十分 に活動 を させ た後、方法 

を提示 した、方法  は、函 6 に示 したように、天球

儀を 月、照明贋ラ イ トの 光を太陽の 光として、方法

  で 用い たモ デル を大 きくした もの で ある。月の 大

きさが大きくなり、太陽の 光がよ り強 くなる こ とで、

教杉  に 比 べ て 月 の 形が よ り鮮明に わ か り、大勢が

．一
渡 に観察で き、ク ラ ス 全体が 同 じ観察事実 を共有

で き る こ とに なる

○ 気付 きや疑問点

　
・

月の 形は 太陽 の 光を反 射 し て 出来 る こ とに納

　　得 した。

　 ・方法  よ b も明確 に、半月や 三 H月 の 形 を確認

　　する こ とが で きた。

　 ・tt月 につ い て 、か な りの 児 童が 説明 に納得で き

　 ・光源側か らの 観測では、腰 を落 と して見 る蕪置

　　を下げる と満月 に なる こ とを発見 し た児童が

　　 い た。

　 ・
光源側か らの 観察で は、月食と して 見た 児童も

　 　 か な りい た。

鸛 6 二方5韜 で観察して い る様 子

方法  、  を通 廴．て、月の 形の 変化の 原國が、太

陽 と地 醸 と月の 催置が関係 し て い るこ とに 気づ い た

児童数は増加 した 。 しか し、方法  、  で は、実際

の 地職 月、太陽の 大き さと距離が反 映され て い な

・　 316　 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Soolety 　 of 　Japan 　Solenoe 　Teaohlng

平nt　17年度 日 本理科教育学会 九斟支部大会譫文 『小 学生に 対 す る月 の 学習へ の ス ケ
ー

ル モ デル の 導入 効果1B −4

し  そ の ため、見る位置を下 げる と満月に な る こ と

を発 見 した児童 の 考え方 が、多 くの 児童 に は納 得 し

がたい の では ない か と、予想され る。

方法  ：地球、月、太陽の 大きさと距離のモ デル

　方 VA｛t）で は、地 球、月 、太 陽の 3 つ の 夫体の ス ケ

ー
ル モ デル を導入 した。モ デル は、実際の 大 きさ と

距離を約 3 億 2 千 万分の 1 に した もの で あ る。

図 7 は、方法  で導入 しス ケ
ー

ル モ デル を提 示 して

い る場面 で ある。

図 7 ・
方法  で導入 したスケ

ー
ルモ デル

4 ．地球
・
月の 大 きさ

・
鎮離の捉え方

　筆者 は、教 育 学部 と他 理 系学 部 で担 当 して い る講

義の 中で、毎年 「地 球を リン ゴ、直径が 10cm とし

た と き、月 の 大き さ、月 と地球の 距離、太陽の 大き

さ、太陽までの 距離は、どの 程度に なると思い ます

か ？」 とい う課題 を出 して い る。図 8 − 11 は、平

成 15 年度に教育学部学生 （145 名）、鹿児島大学理

系学部 （69 名）、平成 17 年度 に鹿児島大学教育学

部附属小 学校 4 年生 （38名）を対象 に、実際に直径

が 10cni程度の リン ゴや ミカ ン を見せ なが ら回 答を

求めた結果で ある。先の 実験ク ラス で は、授業まで

の 時間の 中で、調査を行うこ とがで きなか っ た。

　正 解は、地球が 蔭径 10cm とす る と、月の 大きさ

が直径 2．5     cm ）で プチ トマ ト程 月 まで の

距 離は約 3m 、太陽の 大き さは 直径 11　m （約 10m ）、

太陽 までの 欝灘 は 12  （約 1km ） となる 。

小 4

地球をワ ンゴ 値 隆 ｝恥 面 と したときの ．月の 大きさは ？

覊

　モ デ ル として示 したもの を次 にあげる。

　　地球 ： ピ ン ポン 球 （直径　約 4cm ）

　　月　 ： パ チ ン コ 玉 （直径 約 1cm ）

　　太陽 ：紙を円 形に 貼 っ た もの （直径 約 4m ）

　それぞれの距離は、次の 様 になる。

　 　 地 球一月 　 ＝1m20cm

　　地 球一・太 陽 ＝500m

　　 （本学部附属小 学校理 科室 か らダイ エ ー鴨 池

　　店の 間く らい ）

○気付き

　 ・太陽、地球、月の 大きさと距離はすごい こ とに

　　気付く。

　
・太陽がす ご く大 きい か ら光が強 く、月 の 形 が は

　　 っ き りす る 。

　 ・地 球 と月 で も大 き さが違 うか ら地 球の 影 は 月

　　 に はか か らない とす る考え。

　方法  で、大きさと距離 につ い て の 考えが 入 っ た

こ とで、満月と新月の 時の 位置関係に っ い て考えが

深 ま り、納得がで き た児童 が多くtrt　r ：） た と予想され

る 。
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っ て い る とする考え 方や、雲が影を作 っ て い る とす

る考え方には、矛盾が ない の であろ う。

　大学塵は、地球 と比較して の 月の 大きさや太陽 の

大き さの 大小 関係 はあ る程度捉え て い るが、距離が

大 きくず組 てい る、この原因は、この 学年 の学生 が

中学理科で 見て きたモ デ’しに起囚 して い る と予想 さ

れ る。図 12 は、平成元年 告示 の 学 習指 導要 馨｛に 準

拠 した教科書に示 して ある、月の 形の 変化 を考え る

モ デル で あ る。
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図 11 ；地球から太鶸まで の 顕離の 捉え方

　囲 8 よ り、月の 大きさにつ い て は、：だ 姓 の ：j 　
um

6i剿強が、地 球よ りか な り小さい もの として捉えて

い る の に 対 して、小 学4 年生の 4 害iは鑪 球 とあま り

大きさが変わ らない か、粉 程度と して 捉え て い る

こ とが 分か る。また、図 9 より、小学 4 年生の 方が、

入学生 よ り月 と地球の 距離を大きく捉えて い る こ と

が わか るが、図 ll で は、蜘 求と太陽の 距離では逆

に 小 学生ぽ小 さく捉えて い る こ とが わか る。

　こ の こ とは、月は遠 くにあ る もの の 、太腸 とあま

りか わ らない 疑離に ある と捉え てい る ことを示 して

い る。太 陽も月 も F魏 とい う子 どもか ら鳧 る と大

きな ドーム の よ うな所に、同 じような大き さと して

観察され るの で、こ の認識 は子 ど もに とっ て は 当然

の こ とと予想され る、

　こ の よ うな捉え 方が あ るの で、地 球の 影が 攤 こ駿

　 　 　 　 　 図 12 ：申嫐 籀 のモ ヂル

陳 京書籍 ；新しい科学2分野上 、p．　ca、平成元掣版よ り箏罵｝

　地球と月、太湯の 位置蜀係だけ をモ デル 化 した も

なの で ある。しか し、学習者 iこは モ デル の 罎 界が わ

か らない。その ため．適応 しない 条件まで も含め て

全体を正 しい モ ヲラレ と して 、学習者は捉 えて しま う

こ とが 予想され る，

5 ．　 導入 効果

　選 13 は 、授業後 5 ヶ 月 ほ ど経過 した平成 16 年

11 月 に、本報告の 授業を行 っ たクラ ス （実験群）

と行 わ なか っ た クラ ス （統制群）に、月 の 満ち欠 け

の 理 虫を際いた結果で ある n2 つ の ク ラス の 闇に は、

時難経遍後 も月 の 満ち欠 けの 理 由に つ い て の 認識 に

大きな違い が見られ る。

　実験群に おい て は、「太陽の 光の 涙射 に よ嶺 が 7

寒伴 で あ っ たが、統綱群で は 2罰 に とどま っ て い る。

授業前の 調査で は，こ の よ うな考え方が 10 数％で

あっ たの に鮒 して、実験群で は大きく変化 して い る

こ とが わか る、また、実験群で は理肉を答えるこ と
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が で きない 児童 はな か っ た 。

月の 形 の 変化 を小学校 4年 生 に学習課 題として 与

え るこ との 可能性 とそ の 効 果 は、ほ ぼ満た された と

考え られ る。

＿ 。纛藤葱飄；嘸 甑 ，

一 馳”

「

うと、や は 參小 学校か らの 理 科で少 しずっ ス ケ
OV

ン グを導入すべ き と確猛す るの で ある。
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6 、　 課題とまとめ

　数ヶ 月を経た後も授業で 押さえ た内容が保持 され

て い る こ と と同時 に 、明 を何 かが隠す 」 と f地 球の

影が 月にか か る」 とす る児童が、授業後もあわせ て

2 割 ほ どい る こ とは、満 ち欠けにつ い て の さらに 深

い 認識調査 も含 め て、その 原因と分析は今後の 課題

であ る 。

　また、先に あげた 中学校理科 で出てい たモ デル 擾

業後に 行 っ た こ の よ うなモ デル の 問題 は、す で に松

森 （1996）にお い て も、距 離を 正 し く捉え る学習を

小 学校で も導 入 した方が よ い 、とい う提 爵とともに

指摘され て い る。しか し、学習指導要領か らの 削除

や 追 加につ い て の根本的評価が行わ れて い な い現 状

か らみ る と、次期学習指導婆領にお い て も月 の 扱い

は不 透明である．勘 Hすべ き事柄 につ い て は、前後

の 学年 と系続性を持 たせ た授叢実践を通 して、実証

的なデータ を集め る必慶 が あ る。

　 ス ケール モ デル の 導入 は、小学校の 月の 学習 だ＃

で は な く、大学生に とっ て も、自然界を捉える手段

としで瓢 鮮な冤方 を与え るこ とが毎回の 講義後 の感

想か ら読み敢るこ とが 出来る。筆者か らす る と、当

然 と思われ る方法なの で あ るが、その 方法を理 科で

学ぶこ となく大学に 入学して く る とい う環状に 出会

7 ．　 付記

　本 報 告の 授叢醜後の 講査 と授業記鍮
1
ま、平成16

年度鹿児島大学教育学部理科教育専修卒業論文 消

の 満ち欠け に 対す る 児童の 認 識 の 変容 （帖佐成大）G

か ら、抜粋、加 筆 した もの で ある．

8 ．引用 と参考

・国立教育政策研究所内 ；学習指導要領デー
タベ ース 、

httPVfWVV−wnicer ．gO、tptgtiidelinelokiI
・富脇、南部 ；月の 満 ち欠 けにつ い て の f供 の観念、地学

　教育、45  、P．14、1992

・東京書籍 ；新 しい 科学 2分野 h、p．46、黻 4 年

・松森靖 夫 ；月の 裏側に 開す る 子 どもの 認 識 状態 の 分 有、

　地蓐螽孝虻育、49〔ε…）、　p．183、　1996
・平千力 ；こだわ りをもっ て 追究し続けるた めの 学種内

　容 4 年 痢 と星」、初等理利教 育5 月増刊号、p．56、　 fi

　本初等瑾 科教育研究会、2005

〈資料 〉

　次の 資料は、本報告の 授業の 学習指導案で あ る
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